
Ⅱ 県内輸送の現況 
 

Ⅱ－１ 旅客輸送の現況 
 

 本県の旅客輸送人員（自家用自動車を除く）は、平成 30年度において山形県発 4,084

万人（前年比 86.5%）、着 4,101 万人（前年比 86.4%）となっている。 

また、輸送機関別(県内発着流動ベース)の分担率を見ると、平成 30年度において自

動車（バス＋乗用車）が 66.1%を占めており、鉄道は全体の 33.6%となっている。 

鉄道の輸送現況の目安である駅別乗車人員の推移を見ると、奥羽本線では山形新幹

線停車駅を中心に横ばいから減少傾向にある。 

羽越本線､仙山線､米坂線､左沢線､陸羽東･西線､フラワー長井線については現状維持

または減少傾向で推移しているところである。 

なお、仙山線については、宮城県愛子～仙台間が増加傾向にあるが、山形側は横ば

い傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ⅱ－２ 貨物輸送の現況 

  本県の貨物輸送トン数について、山形県からの発送ベースでは平成 27年度以降、減

少傾向にある。山形県への到着ベースでも平成 27年度はここ 10年で最も高い水準と

なったものの、平成 30年度には大きく落ち込んだ。 

なお､JR 貨物の山形駅取扱いのコンテナ輸送は､東北中継地まで鉄路輸送を行って

いたが､平成 8年 3月以降移送手段がトラック輸送に変更されている。 

 また、仙山線経由の貨物列車は平成 10年 6月 30日に漆山駅の取扱いが廃止、同年

9月 29日に蔵王駅の取扱いが廃止となり、本県では羽越本線以外から貨物列車が姿を

消した。（現在、山形オフレールステーション(山形市漆山)） 

 平成 26年 5月 7日から羽前水沢駅がトラック代行駅となり、羽前水沢駅～酒田港駅

はトラック輸送に変更となるとともに、羽前水沢駅の名称についても羽前水沢オフレ

ールステーションに変更された（貨物のみ。旅客はそのまま）。その後、平成 29年３

月 31日をもって羽前水沢オフレールステーションは廃止された。 

【奥羽本線】 H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27
3,928.3 3,900.4 3,927.0 3,915.7 3,818.5 0.97
(1.01) (0.99) (1.01) (1.00) (0.98)
915.4 915.1 887.7 872.0 811.4 0.89
(1.02) (1.00) (0.97) (0.98) (0.93)
581.2 553.7 553.3 534.0 509.8 0.88
(0.91) (0.95) (1.00) (0.97) (0.95)
380.3 467.9 493.1 497.5 500.3 1.32
(1.07) (1.23) (1.05) (1.01) (1.01)
542.0 538.7 528.5 508.4 502.2 0.93
(0.98) (0.99) (0.98) (0.96) (0.99)

【羽越本線】 H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27
448.0 444.2 428.1 423.0 406.6 0.91
(1.00) (0.99) (0.96) (0.99) (0.96)
456.8 447.5 433.3 439.1 417.6 0.91
(0.98) (0.98) (0.97) (1.01) (0.95)
41.7 43.4 38.7 36.9 33.2 0.80
(0.94) (1.04) (0.89) (0.95) (0.90)

【仙山線】 H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27
183.7 181.8 188.3 193.8 192.9 1.05
(1.00) (0.99) (1.04) (1.03) (1.00)

（表１０　駅別乗車人員の推移より抜粋、表中（　）内は前年度比）
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表５　主要線区の主な駅における乗車人数推移（年度）
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表６　首都圏への鉄道・航空旅客輸送量の推移

図１１　ＪＲ貨物取扱駅図
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